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展望台からは、視野から外れるほど見渡す限り海が広がる圧巻の大パノラマ。天気が良ければ、海の向こうに種子島、屋久島などの島々が見え、大輪島に立つ白亜の佐多岬灯台も必見です。本土最南端の佐多岬から50ｍ沖にある大輪島に立つ白亜の佐多岬灯台。陸続きのような島にある灯台は、イギリス人の設計により明治4年から点灯を開始。日本最古の灯台の一つです。 その名のとおり 、ビロウで生い茂る枇榔島。周辺は国内初の海中公園である佐多岬海域公園内に指定されており、さたでい号では、色鮮やかなサンゴ礁や熱帯魚を見ることができます。佐多岬灯台の灯台守たちの宿舎。石造りの平屋で、当時はイギリス人と日本人用に分かれていました。現在は、わずかに家屋の石垣が残っており 、文化的のも貴重な財産になっています。

トンネル出口広場から御崎神社を経由して佐多岬展望台に行く（ 約800m）ユニバーサルデザインに配慮したメインルートです。※スロープの勾配が急なため車椅子での通行は、介助者が必要となります。照葉樹林の中を、佐多岬展望台や灯台守広場に行くことができるコースです。※途中は、階段や傾斜のある山道があります。

ト イレや休憩スペース、佐多岬グッズなどを販売する観光案内所と、巨木なガジュマルの木（ 樹齢約90年）や、大パノラマの展望台がインスタ映えするエントランス広場。

佐多岬が北緯31度線であることを示すモニュメント 。北緯31度線が引かれている世界地図が刻まれ、上海（ 中国）、カイロ（ エジプト ）が同一線上にありますす。

植物を採らない。 動物を獲らない餌を与えない。歩道以外に立ち入らない。 焚火をしない。 敷地内禁煙。

開園時間は午前8時～日没まで。夜間（ 日没後）は安全上、立ち入りをご遠慮ください。

スマホ専用無料アプリ「 ＠AR」を起動して、表紙にかざすと神秘的で雄大な佐多岬の魅力がつまった映像をご覧いただけます。 iPhone/Android@AR Playerアプリダウンロードはこちら➡ 閲覧はこちら⬇


